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各主要SNSの総評

Instagram
メリット

• 10代、20代に使われている。（20代の80％が利用）

• 近年ステルスマーケティングによく使われている

• タグ付けをすることで検索に引っ掛かりやすい

デメリット

• ステルスマーケティングを悪用する企業も出てきているため信用問題有

• 広告で出てくると不信感がある

• 流れてきても興味がないため流されてしまうことが多い

運用方法

• 会社でビジネス用アカウントを作成（連絡先、会社や店舗情報を記載）

• 広告の掲載

• 公式の無料分析機能であるインサイトを使い数値を日々改善していく

※インサイトとはインスタ運用において欠かせない重要な機能であり、アカウントを伸ば
すために必要なリーチ数、保存数、ホーム率などの数値を確認できる

この写真 の作成者 不
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SA のライセンスを許諾
されています

https://ja.wikipedia.org/wiki/Instagram
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/


各主要SNSの総評

X（旧Twitter）
メリット

• エゴサーチして自社の評判を確認できる

• ユーザーの男女比率が均等

• 広告を流しても違和感がなく見られやすい

デメリット

• 成果を出すために時間と労力が必要（お金による解決可）

• ツイートに文字数制限あり

運用方法

• 消費者に寄り添った有益な情報の発信、一方的な情報発信やビジネス臭はNG

• ビジネスアカウント作成

• エゴサーチをして自社の評価を確認しポジティブ、ネガティブ反応のそれぞれに真摯に
対応する

• 固定ツイートの活用

• 大手企業やプロスポーツチームのアカウント運用を参考にする



各主要SNSの総評

YouTube
メリット

• 動画で内容が分かりやすい

• 概要欄に詳細な情報が載せられる

• 個性が出しやすい

デメリット

• 編集に時間がかかる

• 動画構成を考える必要がある

• 検索での順番がある

運用方法

• 企業アカウントを作成しチャンネルを作成（プロモーション、採用目的の場合）

• 質の高いコンテンツを継続できる体制を作る

• 運用専用の人員を確保

• 世間に人気がでたら収益化して運用もあり

（収益化はチャンネル登録者500人以上+有効な動画の総再生時間3.000時間orショート動画で300万回再生）

この写真 の作成者 不明な作成者 は CC BY-SA のライセン
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https://www.htnovo.net/2018/08/in-arrivo-swipe-laterali-su-youtube.html
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/


各主要SNSの運用

TikTok
メリット

• 気軽にできるし見れる

• 動画の視聴率を稼ぎやすい

デメリット

• 気軽さが故に用途を誤ると取り返しがつかないことになる

• 流れてはきやすいが飛ばされやすい

• 新入社員などに動画をやらせるのはNG（離職に繋がります）

運営方法

• 企業アカウントを作成

• アカウントに企業情報（住所、電話番号、会社名、求人用URLなど貼っておく）

• 投稿への流入経路を増やす（投稿時間、楽曲、ジャンル、最適なハッシュタグなど）

• ユーザーと積極的なコミュニケーション

この写真 の作成者 不明な作成者 は CC BY-SA のライセンスを許諾されています

https://raymondtec.com/2020/01/tiktok-may-be-edging-closer-to-a-sale/
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/


敬愛大学インターン生のイメージ

✓ Instagram

飲食店や施設系、旅行、美容院に有利に働くと考えました。

ストーリーで流れてくる広告は、大手企業以外怪しいなと考えてしまいます。

✓ X（Twitter）

ネットショッピングなどの広告など様々な広告が流れてきますが、ツイートと同
じ感じで流れてくるので嫌悪感はあまり感じません。

広告がツイートと同じ様に流れてくるため動画か写真をつけなければ分かりづら
いと考えます。

✓ YouTube

就活用のサイトなどにYouTubeで動画を添付している企業が多いため、幅広く利用
されていると考えます。

✓ TikTok

運用をうまくやればすごく伸びるイメージ

新入社員に踊らせる、動画に参加させられ新入社員が続々やめるということが大
量発生し話題になっていたので注意が必要だと考えます。



SNSは日々進化しており、SNSを活用する
企業も着々と増えていくと思います。

企業の皆さんの参考になると嬉しいです。

敬愛大学 竹葉 涼 /磯谷 優心/髙橋 優斗


